
松江工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 歴史学概論１
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 一般 / 必履修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 人文科学科・数理科学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 新歴史総合（第一学習社）、ダイアローグ歴史総合（第一学習社）、新歴史総合ノート（第一学習社）
担当教員 杉谷 真理子,坂本 恵
到達目標
・近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解する。
・近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概
念などを活用して多面的・多角的に考察し、説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 近現代の歴史についての必要な知
識を十分に身につける。

近現代の歴史についての必要な知
識を身につける。

近現代の歴史についての必要な知
識を身につけていない。

評価項目2
個々の事象の意味を歴史の枠組み
と流れの中に関連づけ、十分考察
し、説明できる。

個々の事象の意味を歴史の枠組み
と流れの中に関連づけ、考察し、
説明できる。

個々の事象の意味を歴史の枠組み
と流れの中に関連づけ、考察し、
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 G2
教育方法等

概要
近現代史の大きな枠組みと流れを理解し、各地域の歴史・社会・文化の多様性と現代の世界における諸地域や人々との
新しい関係との関連を、広い視野に立って考察する。歴史学概論１では、18～20世紀初頭における日本を基軸とした世
界の歴史を対象に、その発達の過程を学習する。授業では適宜、課題を課すので期限を厳守すること。

授業の進め方・方法

［予習］：教員の指示に従い、該当する範囲に関して必ず予習を行い授業に臨むこと。
［授業］：個々の事象の間の因果関係と、歴史の流れを理解する。
［復習］：授業内容をもとにして事象・歴史の流れを確認し、課題（教科書準拠整理作業ノート）等で補足する。
★事象の意味や歴史の流れについては授業で説明するので、ノート等にまとめておき、重要な事項については説明がで
きるようにすること。授業方法等に関しては各担当教員の指示に従うこと。課題に関して、授業で扱った部分について
は復習として、扱っていない部分については教科書や資料集などを読み取り組むこと。

注意点
・定期試験８0％、提出物等２0％で評価する（提出状況と内容により採点）。授業はもちろん課題にも真摯に取り組み
、担当教員の指示に従い期限を守って必ず提出すること。
・全体の50％以上の得点をもって合格とする。再評価試験は実施するが、課題等の提出物を全て提出し合格しているこ
とを受験の条件とする。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス：歴史を学ぶにあたって、教科書p34-37
国際商業の展開、産業革命 当該地域における歴史事象について理解する

2週 教科書p38-41 アメリカ独立革命、フランス革命 当該地域における歴史事象について理解する

3週 教科書p46-49 イギリスの世界への影響力、伊・独の
統一 当該地域における歴史事象について理解する

4週 教科書p50-51、p56-57 南北戦争、インド帝国とイギ
リス、東南アジアの植民地化 当該地域における歴史事象について理解する

5週 教科書p58-59、p62-63 清の開港、日本の開港、洋務
運動、尊王攘夷、明治維新 当該地域における歴史事象について理解する

6週 教科書p68-71 清・朝鮮との外交、国境の策定、大日
本帝国憲法、帝国議会 当該地域における歴史事象について理解する

7週 教科書p78-79 帝国主義、アジア・アフリカの分割 当該地域における歴史事象について理解する
8週 教科書p80-83 日清戦争、日露戦争 当該地域における歴史事象について理解する

2ndQ

9週 中間試験
10週 試験返却、教科書p84ｰ85 韓国併合、辛亥革命 当該地域における歴史事象について理解する

11週 教科書p102-105 第一次世界大戦、ロシア革命、ソ連
の成立 当該地域における歴史事象について理解する

12週 教科書p108-109 戦後の体制、ヴァイマル憲法、国際
協調と軍縮 当該地域における歴史事象について理解する

13週 教科書p110-113トルコ革命 他、三・一独立運動、五
・四運動 当該地域における歴史事象について理解する

14週 教科書p120 -121 大正政変～米騒動、普通選挙法と治
安維持法、大正デモクラシー 当該地域における歴史事象について理解する

15週 期末試験
16週 試験返却、解説 当該内容について理解する

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会 地理歴史的

分野
民族、宗教、生活文化の多様性を理解し、異なる文化・社会が共
存することの重要性について考察できる。 3



近代化を遂げた欧米諸国が、19世紀に至るまでに、日本を含む
世界を一体化していく過程について、その概要を説明できる。 3

19世紀後期以降の日本とアジア近隣諸国との関係について、そ
の概要を説明できる。 3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

評価割合
定期試験 提出物等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


